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ここがポイント！【研究内容】

高性能なコロイド量子ドット蛍光体の
開発とデバイスへの利用
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数ナノメートルの半導体微粒子である「量子ドット」は、高い色
純度を示す「バンド端発光」を特徴とし、光デバイスの高性能化
を支援する新材料として注目されている。ディスプレイへの搭載
も進む中、低毒性元素を使用した代替型量子ドットである「硫化
銀インジウム量子ドット」に対し、これまで使用されたことのな
い材料を用いて表面被覆処理を施すことで、飛躍的な発光特性向
上を達成した。発光メカニズムの調査と合わせ、多成分材料を大
量かつ安定に製造する新しい合成法について検討を続けている。

量子ドット、半導体ナノ粒子、カドミウムフリー

応用分野 表示素子、照明、レーザー
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